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要旨 

土壌中には無数の微生物が生息し、有機物の分解や植物への養分供給等、生態系において重要な

役割を担っています。近年、次世代シーケンサーの登場およびその低コスト化によって、土壌か

ら DNA を抽出することで、そこに棲む無数の微生物の組成や機能の情報が簡単に得られるよう

になってきました。土壌微生物は、気候や植生、農地の管理方法などに起因する様々な環境要因

によって変化し、その変化は物質循環にも大きな影響を与えます。私は主に、環境要因がどのよ

うに土壌微生物群集を変化させるのか、変化した微生物群集は物質循環にどのような影響を与え

るのかを疑問に、様々な生態系において研究を行っています。今回のセミナーでは、これまでの

研究の中から、中国半乾燥地域の外来種植林地と在来種天然林における土壌微生物群集および窒

素循環の違いを紹介したいと思います。この研究では、在来種が共生する外生菌根菌が、窒素循

環を外来種植林地と大きく異ならせていることが明らかとなりました。また、最近は、酪農場や

自然栽培農地など農地生態系における研究に取り組んでいます。管理方法の異なる酪農場ごとに

特有の微生物が存在し、酪農場内の各環境を移動して相互作用をしている様子が見えてきており、

その結果についても紹介したいと思います。さらに、今回のセミナーでは、私が扱う研究手法や、

いま注目している研究手法などについてもいくつかご紹介する予定です。 

 


